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CoSMOSでは，技術職員が⾃ら企画，運営，講師を担い，各⾃の持つスキルの継
承・伝達・強化を図るとともに，異分野交流による技術職員同⼠の全学的な⼈材交
流・技術情報交流・技術強化を⽬的とした技術交流会企画コーディネーターを募集
しています。詳細はHPでご確認ください。

企画フォローアップはマルチスキル⼈材育成プロジェクト担当が⾏っております。
CoSMOS HP https://cosmos.gfc.hokudai .ac. jp/

⼯学研究院L棟 L300室において，「部局・分野横断技術交流会」を開催しました。

【⽬ 的】
コーディネーター：

アイソトープ総合センター 阿保 憲史，⼤学院⼯学研究院 ⼤塚 尚広，
⼤学院⼯学研究院 ⽚渕 杏佳
相⼿に情報を伝える上で「動画」は最も情報伝達効率が⾼い⼿段であり，１分間の動画から
得られる情報量は⽂字換算で180万語に相当するとの報告もある。動画制作技術は分野を問
わず，教育，ならびに研究⽀援に応⽤できるほか，技術職員が持つ匠な技術を動画として次
の世代へ残すことにより，技術継承（暗黙知の改善）にも活⽤できる。⼀⽅，動画制作にお
いては，撮影機材の準備，撮影時のノウハウ，動画編集ソフトの選定・操作⽅法の習得，さ
らには動画の公開⽅法など，多くの知識が必要となるため，技術習得には時間を要する。
よって，本交流会の⽬的は，動画制作に必要な基礎知識の共有，ならびにAdobe社製動画編
集ソフト「PremierePro」を⽤いた簡単な動画編集体験を通じ，⽇常業務に応⽤可能な動
画制作技術を習得すること，ならびに部局横断的な交流を図ることにより，教育および研究
⽀援⼒の向上を⽬指すことである。

【実 習】
動画の最新技術の事例紹介「バーチャルリアリティーにおける動画利⽤」と題したテーマで
講演が⾏われました。さらにヘッドマウントディスプレイの体験会では，⽴体視360度動 画
， 並 び に 仮 想 空 間 に 配 置 し た ⼤ 野 池 の 3D モ デ ル へ の 没 ⼊ 体 験 を ⾏ い ， 実 際 の 活 ⽤ 例 を 体 感
し ま し た 。 ま た ， 動 画 に お け る 基 礎 講 座 ， Adobe Premiere Pro を 使 っ た 動 画 の 制 作 実 習
も⾏われ，様々な編集技術を体験しました。セッションが進むにつれて難易度が上がり，受
講者たちは時折躓いたものの，適宜サポートを受けながら実習は円滑に進⾏しました。受講
者は初の挑戦でありながらも，動画を仕上げることができ，編集技術への興味と情熱を深め
ることができた。
参加者：8部局から計11名 （コーディネーターを除く）

実 習 の 様 ⼦


